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1.は じめに

バレエにおける多 くの障害の原因は, , 一つには

体の左右の形態の不均衡 に起因することが大きい

と考 えられている。 ところが, 一般的に身体表現

の教育の現場では, 形態的な左右差 を定量的には

かる測定方法や評価の仕方が確立されていないの

が現状である。

本研究は, バ レエ生徒の体長と体重の左右差 を

測 り, それがバ レエの基本動作の一つであるプリ
エとどのような関係にあるかについて調べること

を目的とする。

2.方 法

被験者は, 12～19歳(平 均年齢14.7歳, レッス
ン歴10.1年)の 女子バ レエ教室生徒6名。

体長は下肢長 とし, その左右差は新たに開発 し
た非接触式測長器(精 度2mm)を 用いて測った。

仰臥位姿勢で レオター ド姿の被験者の基点 と測定

点にマーキングシール(φ5mm)を 貼 り, 両シー

ルの距離 を測定 した。

体重の左右差は, 台はか り(精 度100g)で 測

定 した。被験者が二台のはかりの上に立位姿勢で

またがって乗ることによって, 体重は左右に配分

された。

プリエ動作 は, 重心計(精 度10mm, サンプリン

グ時間0.6秒)を 用いて重心軌跡か ら調べた。被

験者を立位姿勢のまま重心計の上に乗せ, ドユミ
・プリエを行わせた。

3.結 果

結果を表1に 示す。

4.考 察

(1)下 肢長の左右差は, 基点から足尖までの

差のほうが外果までの差より大 きい傾向にあった。

これは仰臥位にすると足部の回内や回外が現れや

す くなり, 見かけ上の長短が生 じるためと考える。

被験者N.M.の ように上前腸骨棘から測定点まで

の長さは右側が短 く, 膀か らの長 さは左側が短い

のは, 左側の骨盤が挙上 しているためと考える。

被験者K.H.とK.O.は これに足部の回内 ・回外が

加わっていると考える。残 りの2名 は左側が短 く, 

1名 は右側が短かった。(2)体 重の左右差は, 左

側が大 きい傾向にあった。(3)プ リエの重心は, 

中央から左寄 りにあった。

これらのこ.とから, 下肢長の短い側に体重の配

分は大 きく, かつ, プリエ動作の重心 も位置する

と判断される。プリエのレッスンには下肢長や体

重の左右差を考慮に入れた指導 も必要であるとい

う示唆が得られた。

5.お わりに

今後は, 測定機器の精度を上げ, 被験者のデー

タを増や し, 現場で簡便に使 える方法と手順の確

立が必要であると考える。
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表1測 定結果[mm]
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